
年 月 日 （ 日 ）

開場・選手受付・計量 10:00

試合開始　　　　　　　 11:00 （時間は予定で、2～3部制となる予定です）

（前日計量　17：00～19：00　1F マルチホール）

※時間は状況（情勢、出場人数等）によって変更になる場合がございます。

☎

関東地区事務局 　【主　管】（一社）空手道中山道場

地区に在住の選手

※既に代表権決定の選手は出場できません。
（申込後に代表権を獲得した場合は手数料を引いて返金いたします。）
※JKJO地区選抜大会に出場するためには締切日までにシクミネットによるJKJO年間選手登録が必要となります。

円 円 (昼食は各自ご用意ください)

※非加盟団体の個人選手登録は必要なくなりました。

「JKJO年間選手登録制度」が新しくなります。別途お知らせいたします。

JKJO規約に則ります。（別紙参照）

・ヘッドガード（JKJO指定品）は各自用意。※フェイスシールドを必ず装着してください（JKJO指定品）
・拳サポーター、スネサポーター：JKJO指定品のみ可
・膝サポーター：小学3年生以上義務（JKJO指定品のみ可）
・胸サポーター：小学3年生以上女子義務（2年生以下着用禁止）
・帯どめ：義務　・赤ひも：各自用意
・ファールカップはズボンの下に、女子の胸サポーターはＴシャツの下に着用（JKJO推奨品）
・女子が空手着の下に着用するＴシャツは白色、男子はＴシャツ着用できません
※上記の指定された防具を着用していない選手は出場をお断りさせて頂きます。

※ヘッドガード、サポーター類、赤紐は主催者側での貸し出しはいたしませんので各自で必ずご用意ください

JKJO全日本審判機構公認ルール（別紙参照）

幼年～高校生　学年別・男女別のトーナメント制

体重別クラスは本大会申込時点の体重で出場階級を選択してください。

計量時、規程体重を超えた選手は失格となりますので大会当日までの成長を考慮して階級を選択してください。

上:Ｔシャツ・下:空手着で計量してください。(500gまで考慮します)申告体重に虚偽が無いよう正確にご記入ください。

出場総人数 ：200名以下 各カテゴリー1名（優勝者のみ）

：201名以上～400名以下 各カテゴリー2名（優勝者・準優勝者）

：401名以上 各カテゴリー4名（優勝者・準優勝者・3位）

*高校3年生は出場不可。(4月以降開催の全日本ジュニア大会への出場資格を喪失するため)

*受付は当日、団体ごとにいたします（予定です）。
*ゼッケンは当日配布予定ですが状況によっては郵送する場合もございます。
*付添い者の入館は選手1名に付き1名までとなります。（入館制限があるため）
*参加選手はスポーツ保険に事前に加入しておいてください。
*怪我によるテーピングを施す必要がある場合は救護係の指示に従い検印を受けてください。
 テーピングは持参してください。※検印の無い場合は取り外しとなります。
*派手な髪形(金髪など過度の染髪、デザインした剃り込みを入れる等)での出場は禁止します。
*選手はコート入場時の挨拶を徹底してください。判定時の雄叫び・ガッツポーズは禁止です。
*参加選手は勿論付き添いの方々も相手選手や審判員に対する礼節･マナーに充分ご配慮願います
*セコンドはありません。
*会場内では全員(大会関係者・選手・付添者）フェイスールドとマスクの着用が必須となります。
*会場内への飲食の持ち込みは禁止です。飲食物は会場で購入いただくか、持参したものは、建物の外や車の中
などでお召し上がりください。ゴミは各自で持ち帰って下さい。
*三脚を使用してのビデオ撮影はご遠慮ください。
*組合せ、判定に対するクレームは一切受け付けません。
*選手、審判、スタッフ以外はパーテーション内に入らないでください。
*申し込み後の代表権獲得者を除き、如何なる理由でも一度納入頂いた参加費は返却できません。
*以前にJKJO参加団体とのトラブルや、大会にてトラブルがあった道場は、出場をお断りさせて頂く場合がございます。

※状況によって内容が変更になる場合があります。その場合は後日連絡いたします。

必着
※今大会においてはシクミネットによる大会申込を行っておりません。
※出場申込用紙と参加費を各道場単位でまとめて現金書留にてご郵送ください。
　期限後の申込みは一切できません。申込後のキャンセルはできません。

〒 茨城県土浦市文京町4-3富士ビル4F

一般社団法人空手道中山道場　 ☎

※道場別出場選手一覧表(エクセルデータ)をメール添付にて提出をしてください。JKJOのHPから

ダウンロードお願いします。(データは、道場、支部代表者の方が提出をお願いします。)

送信先メールアドレス→karatedo.nakayamadojyo@gmail.com

【 申 込 書 送 付 先】 300-0045

2021 年

6000 8000

【JKJO年間選手登録】

非加盟道場

12 月 18 日

【 　 ル　ー　ル　 】

【　　階　　級　　】

【 　 代　表　枠　 】

【  注　意　事　項 】

【  申　込　締　切 】

【　　主　　催　　】

【  参　加　資　格 】

【 　 参　加　費　 】 JKJO加盟道場

【　　防　　具　　】

JKJO全日本空手審判機構

関東

【 デ ー タ 送 信 先 】

関東地区代表選抜大会
～　第16回ＪＫＪＯ全日本ジュニア空手道選手権大会・選抜地区予選大会　～

2022年1月～3月用

（土）

029-869-9471

【　　日　　時　　】 2022 1 30

【　　会　　場　　】 BumB東京スポーツ文化館　メインアリーナ　　

〒136-0081　東京都江東区夢の島2-1-3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　03-3521-7321



大会実行委員長　殿
　私議、下記の通り相違なく、本大会のルールに従い正々堂々と競い合うことをここに誓います。

　また、本大会中における負傷・事故につきましては、主催者側にその責任の一切を問いません。
  本大会中における新型コロナウイルス感染につきましては、主催者側にその責任を一切を問いません。

西暦  月 日

道場責任者 印

選手保護者氏名 印

（〒　　　　　－ー ）

（〒　　　　　－ )

* 入賞歴を記入する事により、有力選手（シード）の対象者となります。　 * ゼッケンは当日配布いたします（予定です）

2022年1月～3月用

第16回ＪＫＪＯ全日本ジュニア　　関東地区代表選抜大会

年

　　

JKJO年間
選手登録ID

(シクミネットログインID) (JKJO年間選手登録していない選手は空欄)

　　

学 年  　幼年(　年中　・　年長　)　　　・　　小学 　・ 　中学　 ・ 　高校　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　年　

年 月 日

氏 名
Ｔ Ｅ Ｌ 　　　  　　　　　（　　　　　　）

フ リ ガ ナ
男
　

女

生 年 月 日 西暦

現 住 所

歳　
大会当日時の年齢

身 長 ｃｍ 体 重 ｋｇ　 空手修行歴

級 段 位 級 ・ 段 帯 色 色帯  年 齢

年　　　　ヶ月 

出場クラス
クラス番号

幼
児

[１] 幼年男子 [2] 幼年女子

小
学
生

[3] 小学２年女子

[7] 小学３年男子 [8] 小学３年男子 [9] 小学３年女子
　軽量２9ｋｇ未満   重量２9ｋｇ以上

小学１年男子 [4] 小学１年女子 [5] 小学２年男子 [6]

[13] 小学4年女子
　軽量３2ｋｇ未満   重量３2ｋｇ以上 　軽量３2ｋｇ未満   重量３2ｋｇ以上

[10] 小学４年男子 [11] 小学４年男子 [12] 小学4年女子

[17] 小学５年女子
　軽量３7ｋｇ未満   重量３7ｋｇ以上   軽量３7ｋｇ未満   重量３7ｋｇ以上

[14] 小学５年男子 [15] 小学５年男子 [16] 小学５年女子

小学６年女子 [21] 小学６年女子
　軽量４3ｋｇ未満   重量４3ｋｇ以上   軽量４3ｋｇ未満   重量４3ｋｇ以上

　
該当クラスを
〇でかこんで

ください

[18] 小学６年男子 [19] 小学６年男子 [20]

中
学
生

[22] 中学1年男子　45㎏未満 [23] 中学1年男子　55ｋｇ未満 [24] 中学1年男子　55ｋｇ以上

[25] 中学2～3年男子50kg未満 [26] 中学2～3年男子60ｋｇ未満 [27] 中学2～3年男子60ｋｇ以上

[28] 中学1年女子　45㎏未満 [29] 中学1年女子  45kg以上

[30] 中学2～3年女45kg未満 [31] 中学2～3年女子52kｇ未満 [32]

支部名

中学2～3年女子52ｋｇ以上

高
校
生

[33] 高校男子　６０㎏未満 [34] 高校男子　７０㎏未満 [35] 高校男子　７０㎏以上

[36] 高校女子　48㎏未満

* [〇ｋｇ未満]クラスは前日、当日各コートにて計量を行います。（上:Ｔシャツ、下:空手着で計量してください）衣服の重さは500g(0.5kg)まで

　許容値と致します。尚、それを超えた場合は失格となり、いかなる形でも出場はできません。申請体重は必ず虚偽なく正確に記入してください。

出場申込書

全日本Jr
代表権の有無

現在、第１6回全日本ジュニア大会の代表権を　獲得している　・　獲得していない　(どちらかに〇をして下さい)

JKJO全日本Jr
指定大会

地区選抜入賞歴
(過去2年間）

支部 ☎　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

　　道場名非公開希望は〇をしてください　　　　　　　　　　　　　　　　　　道場名非公開

スポーツ保険 加入している　　(必ず〇をして下さい。未加入者は出場不可)

[37] 高校女子　55㎏未満 [38] 高校女子　55㎏以上

所属道場名
所在地



男子　　　×

３年生以上女子幼  児
小学生

中学生

高校生

一  般
女  子

一  般
男  子

試 合 時 間 組　　　　手

本戦
※マスト

再延長

１分30秒

１分30秒

上段ﾋｻﾞ 一本
( 自滅も同様 )

技有り
( 自滅も同様 )

サ　ポ　ー　タ　ー

ﾍｯﾄ゙ ｶ゙ ﾄー゙
JKJO指定品

拳

１分

１分

２分

２分

２分

１分
決勝のみ

１分
決勝のみ

２分
決勝のみ

２分
決勝のみ

２分
準決勝から

２分

２分

準決勝から
２分

３分

無

有

有

有

有

　打撃により
一瞬でもダウン

　３秒以上の
　   戦意喪失

　打撃で３秒
　以上のダウン

　３秒以上の
　  戦意喪失

① 宙に浮かせ転倒させる
② 上段にクリーンヒット
③ 一時的に動きが止まる
④ 一時的に戦意喪失
⑤ 下段蹴りで足を引きずる
⑥ 腹部のダメージで体が
　 くの字になる
⑦防戦一方になり反撃しない
　状態が続く

① 完全に宙に浮かせ転倒させ
　 タイミング良く下突きを合わ
　せれば技有り
② 上段にクリーンヒットし
　 ダメージがあれば技有り
③ ～ ⑥ ジュニアと共通

◯

脛
スネ

膝
ヒザ ファール

カップ

◯ ◯ ◯
３年以上
義務

◯

◯

　 女性用　
チェストガード

× × × × ◯ ×

× × ◯ 任意 ◯

◯

◯◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

※マスト JKJO指定品 JKJO指定品
各自用意 各自用意

JKJO指定品
各自用意

JKJO推奨品
各自用意

JKJO推奨品
各自用意

女子　◯
男子　×

女子　◯

男子　×

反　　　　則 失　　　   格
a . 掴み、掴んでからの攻撃、掛け、抱え込み
b. 掌底押し、正拳押し、相手の身体に手・胸を付けての攻撃
c . 頭突き、頭をつけての攻撃、背後からの攻撃
d . 手技による顔面・首への攻撃、膝への関節蹴り
e . 下腹部（帯より下、股関節より上）への攻撃 (一般は金的）
 f . 故意に場外へ出る事、審判が判断した技のかけ逃げ

) 効有は上以生学中、則反は下以生学小（ り蹴膝段上 .g
h. 主審の「やめ」の合図の後に意図的に攻撃をした場合
 i . その他審判が反則とみなした場合

a . 注意４となった場合
b . 一度の反則でも相手がドクターストップになった場合
c . 試合時間に遅れた時
d . 審判員の指示に従わない時
e . 試合開始から判定が下されるまでの嘔吐はダメージ
　とみなされ失格とする
f .  規定体重を超えていた場合

判  定  優  先  順  位 判  定  基 準 図  解

一   本
( 失格 ) 技有り ダメージ 有効打 攻撃数 積極性

注意１ 注意２ 注意３   注意４(失格）

技有り１    技有り２(一本）

注  意  差  の  関  係
0
0
0
0

注意1

注意1
注意1

注意2 注意3

注意3

注意3

注意4

注意2

注意2

注意4

注意4
注意4

0
0
0
0

技有+注意 1 技有+注意 2 技有+注意 3 技有+注意 4
技有+注意 2

技有+注意 3

技有+注意 3技有+注意 1
技有+注意 1

技有+注意 2

技有+注意 4

技有+注意 4
技有+注意 4

◯
硬質可

注  意  差  と  技  有  り  の  関  係

注意差2でも技有りがあるので勝ちである
注意差1の時は最終延長以外判定に影響しない。注意4になった時点で失格

技有りがあるので勝ちだが、8：2 以上の試合内容で引き分けもある
技有りがあっても注意４になった時点で失格
注意差が２なので基本的に負けだが、8：2以上の試合内容で引き分けもある
注意４になった時点で失格
注意４になった時点で失格

注意差2の時は基本的に負けだが、8：2 以上の試合内容で引き分けもある
注意差1の時は最終延長以外判定に影響しない。注意4になった時点で失格

注意差３の時はどんなに試合内容でリードしていても技有りを取らない限り負けである
注意４になった時点で失格
注意差が２なので基本的に負けだが、8：2以上の試合内容で引き分けもある
注意４になった時点で失格なので相殺されない
注意４になった時点で失格

延長
各自用意

※JKJO 指定品と同タイプで、新極真のロゴマークが入っているサポーター ( 新極真 NS, 新極真 SL-3058)、
     ヘッドガード ( 金網面 HG-M3-WH-SK) は使用可。

着　　　衣
・帯留め着用必須（帯が解けないように帯留め又はテープで固定）

・ファールカップはズボンの内側にすること。

・男子のインナーＴシャツは禁止、女子は白のみとする。

・女子のチェストガードはＴシャツの下に着用すること。

・判定後の「雄叫び」「ガッツポーズ」は厳禁とする。（注意・失格となる場合がある）

・判定に対しての抗議は一切受け付けない。

・怪我によりテーピングを施す必要がある場合は救護係りの指示に従い検印を受ける。

・テーピングは各自持参すること。

禁　止　事　項

・セコンドコーチは付けない事とする。応援は禁止とする。

・派手な髪型（金髪など過度の染髪、デザインした剃り込みを入れる等）での出場は禁止とする。

・大会参加前には必ず各自スポーツ保険に加入すること。・大会主催者は、大会当日の事故・怪我・盗難についての一切の責任を負わないこととする。

注　意　事　項

ｸﾞﾛｰﾌﾞ

g.  試合中マスクなどが道着の中から落ちた場合

・ヘッドガードには飛沫防止シールドを装着すること。



JKTT25 （指定防具）

JKJOﾍｯﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ
ｻｲｽﾞ ： 　S ・ M ・ L
ｶﾗー ： 　白

HG19 （指定防具）

JKJOﾍｯﾄﾞｶﾞｰﾄﾞ
ｻｲｽﾞ ： 　S ・ M ・ L
ｶﾗー ： 　白

L2050 （指定防具）

JKJOｽﾈｻﾎﾟｰﾀｰ
ｻｲｽﾞ ： XXS ・ XS ・ S ・ M ・ L ・ XL
ｶﾗー ： 　白

LG48JK （指定防具）

JKJOﾚｯｸﾞｻﾎﾟｰﾀｰ
ｻｲｽﾞ ： XS ・ S ・ M ・ L ・ XL
ｶﾗー ： 　白

L3050 （指定防具）

JKJO 拳ｻﾎﾟｰﾀｰ
ｻｲｽﾞ ： XS ・ S ・ M ・ L
ｶﾗー ： 　白

NG23JK （指定防具）

JKJO 拳ｻﾎﾟｰﾀｰ
ｻｲｽﾞ ： XS ・ S ・ M ・ L
ｶﾗー ： 　白

JKL1103 （指定防具）

JKJOﾆｰｶﾞｰﾄﾞ
ｻｲｽﾞ ： XS ・ S ・ F(M) ・ XL
ｶﾗー ： 　白

KGP1JK3 （指定防具）

JKJOﾌﾚｯｸｽﾆｰｶﾞｰﾄﾞ
ｻｲｽﾞ ： XS ・ S ・ M ・ L ・ XL
ｶﾗー ： 　白

F150JK
JKJO 帯どめ
ｶﾗー ： 　黒

　JKL711  
　　スポーツブラ
　　ｻｲｽﾞ ： S ・ M ・ L　　カラー ： 白

　　
※L711(ISAMI ロゴ )、 L712、 L713 も使用可

CG32JK
JKJOﾁｪｽﾄｶﾞｰﾄﾞ
ｻｲｽﾞ ： S ・ M ・ L
ｶﾗー ： 　白

SS6
女性用ｱﾝﾀﾞｰｶﾞｰﾄﾞ
ｻｲｽﾞ ： XXS ・ XS ・ S ・ F(M)
ｶﾗー ： 　白

GG33
女性用ﾌｧｰﾙｶｯﾌﾟｻﾎﾟｰﾀｰ
ｻｲｽﾞ ： S ・ M ・ L
ｶﾗー ： 　白

L672
金的ｻﾎﾟｰﾀｰ
ｻｲｽﾞ ： Jr ・ S ・Ｍ・ F(L) ・ XL
ｶﾗー ： 　白

GG51
ﾌｧｰﾙｶｯﾌﾟｻﾎﾟｰﾀｰ
ｻｲｽﾞ ： XS ・ S ・ M ・ L ・ XL
ｶﾗー ： 　白

JKJO 指定 ・ 推奨商品一覧

CBSPW-JK
JKJO 帯どめ

ｶﾗー ：
白 ・ 黒 ・ 赤 ・ 紺

PGPJK2 （指定防具）

JKJOﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞｸﾞﾛｰﾌﾞ
ｻｲｽﾞ ： S ・ L ・ XL
ｶﾗー ： 　白

JSI
JKTT25（イサミ）用
飛沫防止インナーシールド

JSM

HG19（マーシャルワールド）用
飛沫防止インナーシールド

KOM1

JKTT25・HG19 共用
飛沫防止アウターシールド

JSM

（指定防具）（指定防具）



関東地区最終選抜大会 審判・スタッフ協力のお願い 

 いつもお世話になりありがとうございます。 

公平なジャッジと円滑な大会運営が行えるように貴道場のご協力をお願い致します。 

ご協力頂ける場合は、1月 8日（土）までに道場名、氏名などご記入の上、メールか FAX にてご連

絡ください。また、JKJO（全日本空手審判機構）公認審判員とスタッフには規定の謝礼をさせてい

ただきます。よろしくお願い致します。  

                    ＦＡＸ：０２９－８６９－９４７３ 

締切日： 1 月 8 日（土）           メール:karatedo.nakayamadojyo @gmail.com 

【審判協力】               

 

主審： 氏 名 （級） 副審： 氏 名 （級） どちらも OK： 氏 名（級） 

        （ ）          （ ）          （ ） 

        （ ）          （ ）          （ ） 

        （ ）          （ ）          （ ） 

        （ ）          （ ）          （ ） 

※ 当日は、JKJO シャツとダーク系ズボン、JKJO ネクタイ、ライセンス証を提示して 

審判をお願いします。 

 

【スタッフ協力】 

希望する係番号に〇印をつけて下さい。（複数可）１．コート司会 2.記録係 3.タイマー係 4.選手係 

氏名     （年齢） 
希望する

係番号 
氏名     （年齢） 

希望する

係番号 

         （  才） 
1 2 

3 4 
         （  才） 

1 2 

3 4 

         （  才） 
1 2 

3 4 
         （  才） 

1 2 

3 4 

         （  才） 
1 2 

3 4 
         （  才） 

1 2 

3 4 

         （  才） 
1 2 

3 4 
         （  才） 

1 2 

3 4 

※中学生以上の方から申し込み可能です。 

※係はご希望の通りにならないことがありますのでご了承下さい。 

※希望する係番号に◯ がない場合は特に希望される係はないと判断して対応させて頂きます。 

道場名 
 



JKJO関連大会開催における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン

大会開催について

大会開催にあたり開催される都道府県知事の方針に従い開催の可否については会場となる施設や施設管理者などと検討する

感染症対策について

主催者ならびに参加者は下記の事項を厳守する

参加者がガイドラインに違反をした場合は出場取り消し、途中退場を求めるなどの対応を行う

下記の各事項については今後の感染状況や国の方針を踏まえ随時追加していく

以下の事項に該当する場合は自主的に参加を見合わせること

①37.5度以上の発熱

②息苦しさ（呼吸困難）強い怠さ（倦怠感）高熱などの強い症状のいずれかの場合

③咳、頭痛、下痢、嘔吐症状、味覚障害などのある場合

④家族の方で新型コロナウイルスに感染された方がいる場合

⑤新型コロナウイルス濃厚接触者として自宅待機となった方が近くにいる場合

⑥家族の方で発熱を伴う体調不良の方がいる場合

⑦過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域などへ渡航または当該在中者との濃厚接触がある場合

⑧マスクまたはフェイスシールドの持参

⑨手洗い、手指消毒をこまめに実施する

⑩他の参加者やスタッフなどの大会関係者との距離を一定（1メートルから2メートル）に保つ

⑪大会開催中に大きな声で会話、応援などをしない

⑫主催者は大会ガイドラインチックリストを作成し各事項が厳守されているか会場内を定期的に巡回し確認する

⑬大会終了後2週間以内に新型コロナウイルスの感染者が確認された場合は、主催者に対して速やかに濃厚接触者の有無などについて報告する

⑭感染の発生に備えて問診票（選手、保護者、審判員、スタッフ、代表者）を提出させるなど来場者名簿を作成して大会終了後１ヶ月間保存する

⑮必要に応じてPCR検査か抗原検査を行う（一般・シニア)

※大会出場者に感染者が出た場合、その道場責任者は保健所の指示に従い速やかに主催者に報告すること

　その道場（教室）の大会参加選手全員（指導者、稽古参加者、関係者含む）に大会前日（当日）にPCR検査か抗原検査



 （検査費用は個人負担）を行い陰性者のみ検査結果と問診票を主催者に提出する事で出場を認める事とする

　但し、濃厚接触者に該当する場合は出場不可とする

   また他団体との合同稽古（出稽古）についてはなるべく控える事が望ましい

　家庭の中で発熱者が出た場合、微熱であっても2日以上続くようならば専門機関で受診する事をおすすめします

来場者問診票

主催者は感染が発生した場合に備え来場者に以下の情報の提出を求められる

①氏名、住所、連絡先、電話番号

②大会当日の体温

③呼吸困難、倦怠感、高熱などの症状

④咳、頭痛、下痢、嘔吐症状、味覚障害などの症状

⑤家族の方で2週間以内に新型コロナウイルスに感染された方がいる場合

⑥2週間以内に濃厚接触者として自宅待機となった方が近くにいる場合

⑦家族の方で発熱を伴う体調不良の方がいる場合

⑧65才以上の場合

⑨過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域などへ渡航または当該在中者との濃厚接触がある場合

受　　付

①手指消毒剤を設置する

②受付場は飛沫感染防止のためアクリル板やビニールカーテンなどを設置する

③原則的に道場代表者が受付を行い、前者との間隔を1.5メートル以上開ける

④選手・関係者はマスクを着用する（人との接触が多い場合は手袋、フェイスシールドも装着する）

⑤開場待ちの来場者は一定の距離を保ち整列する

⑥来場者には記入した問診票を提出してもらい大会終了後2週間以内に感染者が発生した場合、濃厚接触者を特定できるように備える

⑦入場時に非接触型体温計で検温する　※上記の症状に当てはまる場合は入場不可とする

⑧選手の計量はマスクを着用し、出場コートごとに行う

入場者の制限

①必要最少限の人数を心掛ける（選手の付き添いは保護者1名とする）



②関係者以外の来場は認めない

③危険度の高い65歳以上の高齢者は入場不可（審判・スタッフ含む）とする

会　　場

＊出場者が100名程度（1コート～2コート）①～⑥

＊出場者が300名程度（3コート～4コート）①～⑥に加え観客席があることが望ましい

＊出場者が500名以上（5コート以上）①～⑥に加え大型施設のメインアリーナであること（貸し切りが望ましい）

①換気（窓の開閉）ができる

②冷暖房が使える

③更衣室がある

④会場内で昼食は不可とする

※関係者の飲食は指定された場所で行い、その際は周囲の人とできるだけ距離をとって対面を避け、会話を控える

⑤アルコール除菌液や手指消毒剤などを設置し、感染予防を徹底する

⑥各コートにも手指消毒剤を設置する

①②…窓の解放、換気設備の使用によって場内換気に努める外気の温度に注意して窓の解放による室内温度上昇には注意する

③…更衣室では利用者がそれぞれ密になるのを避け、マスク着用で入、退室の際には必ず手指消毒を行う

簡素化と分散

①原則的に開会式・閉会式は行わない

②事前にトーナメントを公表し、試合開始時間を通知する（分散集合を心掛ける）

③三密を避けるためアップをする場所は別会場が望ましい

④試合の経過やトーナメントが表示できるアプリなどを活用する

⑤終了後は換気・除菌を行い感染予防を徹底する

⑥保護者の観戦は自分の子供のみとする

⑦試合中に音を立てる行為は禁止（ジュニア)

⑧入賞者の賞状は、試合終了後、各道場へ送付する

防　　具



①選抜クラスで使用するJKJO指定サポーター・ヘッドガードは各自で用意する

②ヘッドガードにフェイスシールドを装着することを義務付ける

③選手の赤ひもは各自で用意する

④試合前後に各自サポーター消毒を行う

⑤試合終了後は速やかに退場し、手洗い・手指消毒を励行する

セコンド

①セコンドはつけないが、選手1名につき1人ビデオ撮影を許可する、その際必ずマスク着用と手指消毒を行い発声しない（ジュニア）

（指導者が記録のために撮影することも可）※撮影する場合は指定された席に座る

②セコンド1名、フェイスシールド・マスク着用と手指消毒を行い発声しない（一般・シニア）

③試合中に手を叩く、足を踏み鳴らす、手で足を叩き鳴らす等の音を立てる行為は禁止

④アリーナ内には選手やスタッフ以外の不必要な観客を入れない

審判員

①審判員はフェイスシールドと手袋を装着し主審はフェイスシールド＋マスクをする

②審判交代をこまめに行う（5～10試合での交代が望ましい）交代時の挨拶は主催者側の判断に委ねる

その際にコート、審判椅子、旗などの消毒作業を行う

③各コート3審制も可とする

④試合後の選手の握手はしないこととする

⑤試合時の延長戦はない方が好ましいが判断は主催者側に委ねる

⑥選手との接触は極力避け、選手のダウンなどの処置・確認は医務に委ねる

スタッフ

①体調が思わしくない場合スタッフに入らない

②マスクを着用する（人との接触が多いスタッフは手袋、フェイスシールドも装着する）

③選手に極力接触しない

④防具・サポーターに触れた場合は手指消毒をすること

⑤大会終了後は着替えて会場を出る



観　　戦

①団体代表者のみ本部席にて観戦可能とする

(本部席は飛沫感染防止のためアクリル板やビニールカーテンなどを設置するのが好ましいが主催者側の判断に委ねる）

②顧問など議員・後援者は極力招待しない

医務・救護

①原則大会ドクターを依頼する

②柔道整復師などの場合は合わせて看護師・救命救急士などを依頼する

その他

①マスク・プラスチック手袋・除菌液などを十分に準備するとともに感染者が出ないよう平常時に増した安全対策をとること

②来場者とのトラブルを避けるため、事前に団体代表者への通知およびホームページへ掲載すること

③保護者は2階観覧席で密にならない様に前後左右1席以上空け必ずマスク着用すること

④観客のフェイスシールドは必要に応じて着用する

⑤主催者側は常に2名以上で見回り指導を心掛ける

⑥施設側とは十分事前に打ち合わせを行う

⑦大会終了後、感染者が確認された場合は、感染経路や濃厚接触者などの詳細を明確にしておくこと

⑧大会終了後の会食は極力控えること

⑨ご来場される方へ新型コロナウイルス接触確認アプリCOCOAを推奨します


